
【資料１－１】 

第３６期社会教育委員会の活動内容 

１ 委員構成 

学識経験者、学校教育、社会教育、家庭教育の関係者で構成し、学識経

験者、学校教育関係者、社会教育関係者として各関係機関から選出の３名

と各区より選出の７名、合わせて１０名で構成されています。

２ 任期 

平成３１年４月１日～令和４年３月３１日の３年

３ 主な活動内容 

（１）本市の生涯学習推進の方向性並びに取組内容等全体に対する意見、提言 

（２）浜松市生涯学習推進大綱の推進状況の確認 

（３）大綱実現に向けた取組についての協議

４ 過去２年間の社会教育委員会開催実績（参考） 

≪平成３０年度≫ 

回 開催日 主な内容 

１
平成３０年 

 ６月１７日（金） 

平成 30 年度の主要事業等について 

平成 29 年度の生涯学習事業報告 

平成 30 年度の生涯学習事業計画 

２ １１月１６日（金） 

浜松市と大学との連携事業 視察研修① 

・平成 30年度浜松市と大学との連携事業の進捗状況 

・講座視察（聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学との連携講座「誤嚥性肺炎を予防しよう」） 

・委員・大学・市 3者の意見交換 

３
平成３１年 

３月 ５日（火） 

浜松市と大学との連携事業 視察研修② 

・平成 30年度成果報告会の視察 

４    ３月１２日（火） 

第 35 期社会教育委員会の活動実績について 

浜松市生涯学習推進大綱を踏まえた取組の実績 

社会教育関係団体の補助金について 

≪令和元年度≫ 

回 開催日 主な内容 

１
令和元年 

 ７月２９日（月） 

正副委員長委の選出 

浜松市社会教育関係行政組織 

第 36 期浜松市社会教育委員会の活動 

浜松市の生涯学習の基本方向 

２
９月７日（土） 

集まれ！市民力～生涯学習推進フェスタ 

「はままつ地域づくりフォーラム」  視察研修①  

３
令和２年 

１月２８日（火） 

第 50 回関東甲信越静社会教育研究大会について 

報告と協議「人生１００年時代の生涯学習・社会教育のあり方」

令和元年度集まれ市民力～生涯学習推進フェスタについて 

報告と協議「フェスタに参加してみて」 

４
２月２７日（木） 

浜松市と大学との連携事業 視察研修② 

・令和元年度成果報告会の視察 

５    ３月１６日（月） 

令和元年度社会教育委員会の活動実績について 

地域学校協働について 

社会教育関係団体の補助金について 



【資料１－２】 

令和２年度浜松市社会教育委員会開催スケジュール（案） 

№. 月・日 会 議 内 容

１ 

２ 

３ 

４ 

令和２年 

 ６月２６日（金）

１０～１１月 

令和３年 

３月 

【第１回社会教育委員会】 

■ 新委員の紹介 

■ 副委員長の選出 

■ 第３６期社会教育委員会活動内容 

■ 浜松市の生涯学習の主事業等の実績及び計画 

【視察研修】 

【第２回社会教育委員会】 

■ テーマに沿った協議 

■ 大綱を踏まえた取組状況 

【第３回社会教育委員会】 

■ 令和２年度主要事業の報告 

■ テーマに沿った協議 

■ 令和３年度社会教育関係団体への補助金交付

について 



【資料２－１】 

令和元年度 生涯学習事業の実績

事業名 講座・教室名等 事業の概要 

令和元年度 

講座数等 

（延回数） 
延参加者数 

生
涯
学
習
推
進
事
業

浜松市民アカデミー 
全市域対象の上級講座。大学教員を講師とし、専門性

の高い内容の学習機会を提供。 

１ 

(９) 
680 

浜松ヒューマンセミナー 
全市域の一般社会人を対象とした中級講座。専門的・

系統的な学習の機会を提供。 

44 

(384) 
6,469 

子ども講座 
地域の小・中学生を対象とした講座。子供の健全育成を

目指し、様々な体験活動を提供。 

338 

(508) 
10,492 

アクティブ・シニア講座 
高齢者対象の講座。「７０歳現役都市」の実現を目指し

た学習機会を提供。 

119 

(367) 
10,584 

女性学級 
成人女性を対象とした講座。主体的に社会参画していく

ための学習の機会を提供。 

70 

(164) 
3,283 

子育て教室 
主に乳幼児をもつ親を対象とし、地域や教育関係機関

との連携による学習の機会を提供。 

41 

(99) 
1,586 

地域文化セミナー 
地域住民の教養を高めることを目指し、様々な分野の学

習機会を提供。 

348 

(1,034) 
14,216 

学
習
成
果
活
用
事
業

高まれ！市民力 

～市民企画運営事業 

講座等の企画から運営まですべてを市民団体が主体と

なって実施する機会を提供。 

1 

(8) 
157 

始めよう！市民力 

～学習成果活用事業 

日常生活の中で培ってきた知識や経験等の学びを社会

に還元する機会を提供。 

81 

(287) 
4,318 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業

地域ふれあいフェスタ 
地域住民の協力による地域づくり等の推進を目指し、セ

ンターまつり、コンサート等の活動機会を提供。 

119 

(196) 
45,586 

地域づくり講座 
地域住民を対象に、地域づくりの推進を目指し、地域活

性化や人と人とのつながり等に関わる学習機会を提供。 

54 

(194) 
3,510 

人
材
育
成
事
業

はままつ地域づくり講座
生涯学習による地域づくり活動に必要なスキル、ノウハ

ウを学び、地域のリーダー候補となる人材を育成する。 

1 

(7) 
165 

浜松市と大学との 

連携事業 

大学生を講師として、大学で学んだ知識・技能を活かし

て市民対象に講座を開催する機会を提供。 

62 

(73) 
1,665 

生涯学習ボランティア 

養成講座 

生涯学習の推進を目指し、市民の生涯にわたる学習活

動への指導や助言、援助をする人材を育成。 

1 

(2) 
17 

共催事業 他機関等が主催する事業と共催する事業 
12 

(74) 
2,951 

天文台事業 市唯一の公開天文台による、観望会や講座等の実施。 
- 

(133) 
11,744 

講座・教室等開催事業  合計 
1,292 

(3,539) 
117,423 



【資料２－２】 

始めよう！市民力～学習成果活用事業 

高まれ！市民力～市民企画運営事業 

１ 目的

生涯学習施設を拠点として、市民が課題解決に向かって主体的に学習活動を展開する場

や、日常生活の中で培ってきた知識や経験等の学びを社会に還元する機会を提供すること

により、市民協働への転換を進めるとともに、学びの成果を自立的・持続的に生かす仕組

みの構築を図る。これにより、行政主導（学習機会の提供）から 市民主導（学習成果の

活用）への展開を図る。

２ 内容

市民（団体及び個人）は、講座や教室の開催を市（各施設）に提案し、市の助言や協力

を得ながら講座等の企画・運営を行う。

市は、講座等の企画・運営に係る事務を行うと共に、市民と協力して PR 活動を行う。

事業の実施を通して、市民が市民活動団体としてステップアップできるように支援する。

ステップ２「高まれ 市民力～市民企画運営事業」

１ 目的 

「浜松市生涯学習推進大綱」の基本方向２「学習成果を適切に生かすことのできる仕組

みづくり」に基づき、生涯学習施設における講座等開催事業について、講座等の企画から

運営まですべてを市民団体が主体となって実施することにより、行政主導（学習機会の提

供）から市民主導（学習成果の活用）への事業の展開を図り、市民主体による講座等の企

画・運営形態への転換をより一層進める。 

２ 内容

市民団体が主体となり、協働センター等生涯学習施設における講座等開催事業について、

市の委託を受け、企画から運営、それらに係る事務までをすべて行う。 

市は、講座等の企画や運営に関する助言や、PR 活動への協力（チラシのデザイン・印刷

は、市民団体）を行い、市民主導での講座等開催事業を実施する仕組みづくりを進める。 

ステップ１「始めよう 市民力～学習成果活用事業」



１　内　容

２　実施にあたって

・本事業は、要綱に基づき実施する。

・事業実施後、成果報告会（令和３年２月末を予定）を開催する。

３　令和２年度の開設希望講座　　　　　　※16講座34施設で実施予定

大学 担当教員 開催施設 対象 講座概要 開催月

水窪文化会館 10月

浜名協働センター 10月

二俣協働センター 11月

都田協働センター 11月

可美協働センター 11月

長上協働センター 10月

和地協働センター 10月

引佐協働センター 11月

佐鳴台協働センター 11月

伊佐見協働センター 12月

三ヶ日協働センター 11月

曳馬協働センター 12月
笠井Ｃと同一日

笠井協働センター 12月
曳馬Ｃと同一日

篠原協働センター 12月

天竜協働センター 小学生
「スマイルスポーツにようこそ」
異年齢の子どもたちのスポーツを通した地域での居場所づくり
～単純だけど奥が深い鬼ごっこでつながろう～

12月

神久呂協働センター 10月

入野協働センター 11月

県居協働センター 12月

令和２年度
浜松市と大学との連携事業～大学生による講座

井口 睦仁 講師 小学生

＜かけっこ＞
　「めざせアスリート！　走る、跳ぶ、勝つための筋肉の動き」
かけっこが速くなるためには？　より高く跳ぶためには？　楽し
く鍛える運動を行います。

常
葉
大
学

松村　剛志
准教授

地域在住高
齢者または一
般成人

＜健康増進＞　「Walking を Thinking」
・歩行に関する知識を深め、自分の歩き方と関連する身体能
力を計測し、より健康的な歩行を身に着けるためのアドバイス
を行います。

・講座の講師は、大学の学習課程の一環として、学生が行う。

・講座開催に要する会場費は、無料とする。

・講座開催時の学生講師の謝礼は、浜松市が支出する。

・講座内容や開催期間等は、大学と生涯学習施設職員とで協議・調整し、地域の学習ニーズを踏まえ決定する。

浜
松
学
院
大
学

大野木龍太郎
教授

『振り込め詐欺撃退すごろく』
　未だに被害がなくならない振り込め詐欺について、すごろくと
クイズ形式で学んでもらう。

平松なをみ
講師

幼児及び
（3～5歳）
保護者

＜音楽遊び＞
「コミュニケーションを引き出すワークショップ（リトミック）」
音楽を介して親子のコミュニケーションを引き出す講座。音楽に合わせて
踊ったり、歌ったり楽しく活動します。
※新型コロナウイルス感染の状況により、音に合わせて手作り楽器で演奏したり、手作
りパペットを使って動きと音でお話を伝えたりする活動になります。

村上高康
准教授

中学生
高校生

＜セルフケア＞
「自分でできるセルフケア」
部活動をしていると、殆どの方が運動してもケア活動はしていませ
ん。練習だけでなく、うまく身体を休ませることはとても重要です。今
回は刺さない鍼とツボを使って自分で行う方法、ストレッチの方法を
講義します。

木村佐枝子
准教授

高齢者

小学生及び
保護者

楽しく防災を学ぼう
～大切な人の命を守るためにできることは何だろう～
身近でできる防災力のアップのためのスキルを身につけよう



大学 担当教員 開催施設 対象 講座概要 開催月

井上由里子
准教授

北浜南部協働センター

小学生
中学生

（高校生含）

＜劇を通した交流＞　　　　「お芝居プロジェクト！」
・昔話をもとにお芝居を創り上げていく活動を通して、自己表現や人とのかか
わり方を考える子ども講座
・表現力や演技力アップのためのワークショップ

９月～

ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ ｻﾘｯﾁ 教授
ﾆｺﾗｽ　ｼﾞｪｰﾑｽ
ｸｰﾊﾟｰ特任講師
上村　明英
　特任講師

東部協働センター 小学生
＜国際理解（英語）＞
「英語で遊ぼう！」
英語を使ったコミュニケーションに親しみ、楽しむ子ども講座

11月

浦川ふれあいセンター ８月

蒲協働センター 10月

南部協働センター 11月

小林　マヤ
准教授

三方原協働センター 小学1～3年生

「ことばのない世界にようこそ！」
ことばが無い世界では、どうやったらコミュニケーションがとれるの
か？絵カード、手話、ジェスチャーなどのことば以外のコミュニケー
ション方法をゲームを通して学ぶ。

２月

佐久間協働センター 11月

熊ふれあいセンター 11月

中部協働センター 11月

西部協働センター １月

可美協働センター 12月

北浜南部協働センター 未定

新津協働センター ９月

積志協働センター 10月

麁玉協働センター 10月

細江協働センター １月

北部協働センター 10月

三方原協働センター 11月

富塚協働センター 11月

静
岡
文
化
芸
術
大
学

立岡浩一 教授

静
岡
大
学

小学生

＜科学工作＞
「内容未定」
公認サークル「キッズサイエンスカフェ」による科学の原理を生かした
科学工作講座
昨度実施「くるくるカラーチェンジライト」
光の屈折によってキラキラと色が変化するライトを作成しました。

聖
隷
ｸ
ﾘ
ｽ
ﾄ
ﾌ
ｧｰ

大
学

泉　良太
准教授

どなたでも
「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」
講座内容（座学＆実技（からだとあたまの体操））

  秋山恵美子
助教

高齢の方また
は近頃体力
が低下したと
感じる成人の

方

「フレイルの危険サインを発見！楽しく自分で健康チェックをしよう！」
フレイルとは加齢により筋力や心身の活力の低下した状態（虚弱）で
す。生活機能評価「基本チェックリスト」と簡易的なフレイル評価によ
り、ご自身の健康度合いをチェックしましょう。予防のポイントもアドバ
イスもします！

根地嶋誠准教授
矢部　広樹助教
髙橋　大生助教
高山　真希助教

高齢者

＜健康づくり（転倒予防・認知症予防＞
「みんなで心も体も元気になろう！～健康寿命を延ばす予防と対策
～」
転倒による健康への悪影響や認知症について学び、予防のために
自宅でできる運動などを実際に体験します。

根地嶋　誠 准教授
矢部　広樹　助教
髙橋　大生　助教
高山　真希　助教

成人
（どなたでも）

＜健康づくり＞
「みんなで筋肉学～筋肉を学んで肩こり・腰痛に負けない体をつくる
～」
筋肉の機能や構造などを知り、肩こりや腰痛のメカニズムについて学
びます。原因となる体の動きや動かし方、予防するための方法を体
験します。

根地嶋　誠 准教授
矢部　広樹　助教
髙橋　大生　助教
高山　真希　助教

小学生
（4～6年生）

＜体力アップ＞
「自分の身体機能や運動能力を調べてみよう！～体の仕組みについ
て」
走力などの体力測定や運動を通して体の仕組みについて学習しま
す。体力測定や運動体験を通して体の仕組みを知り、科学的に走
力・体力UPを図ります。


